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① 四国中央市内三高校家庭クラブ交歓会

７月19日、土居高校にて四国中央市内三高校

家庭クラブ交歓会が行われ、本校家庭クラブ委

員８名を含む24名が参加しました。防災に関す

る四国中央市まちづくり出前講座を受け、５つ

の班に分かれて避難所設営ゲーム（HUG）を実

施しました。土居高生、三島高生と協力しなが

ら意見を出し合い、親睦を図りながら防災につ

いて学ぶことができました。

☆市内三高校交歓会に参加して☆

・他校の人達と避難所運営ゲームをすることで、自分の考えを伝えること

ができたし、他の人の考えを聞くことで、意見や考えを深めることがで

きました。もし、地震が起こった時は、率先して行えるようになりたい

と思いました。また、家族とも避難について話し合おうと思いました。

・動物と一緒に避難した人がいる一方で、動物アレルギーを持っている人

がいるなど、限られた敷地の中で様々な人に対応した避難所を作ること

はとても難しいことが分かりました。災害時には、今回のように意見を

出し合って、その場に応じて臨機応変に動きたいです。

② 川高いきいきオープンスクール

７月26日、川高いきいきオープンス

クールが行われ、中学生に家庭科の授

業を体験してもらいました。家庭クラ

ブ委員８名が補助員となり、一緒に「に

ぎにぎスノードーム」を作りました。

③ 愛媛県高等学校家庭クラブ研究発表大会

８月９日、愛媛県高等学校家庭クラブ研究発

表大会が松山市で行われ、本校から３名の家庭

クラブ役員が参加しました。昨年度のこの会は

台風接近で中止となったため、５年振りに県下

各地の学校の家庭クラブの代表者が集まること

ができました。家庭クラブ活動やホームプロジ

ェクトの発表などを聞きました。

☆愛媛県家庭クラブ研究発表大会に参加して☆

・６校の発表を聞いて、家庭クラブ活動発表では、八幡浜高校の発表が特

に印象に残りました。子ども食堂や児童センターへ行って地域の人達と

交流することは、地域の活性化にも繋がり、とてもいいなと思いました。

・講演を聞いて、コミュニケーションは相手の存在を認知するものであり、

自分も相手も大切にすることが分かりました。学んだことを行動に移す

ことが大事だと思いました。

④ 家庭科技術検定（前期）の報告

６月～８月下旬、家庭科技術検定（被服、食物、保育）が実施され、延べ40

名が受検しました。合格率は95％でした。合格者の皆さん、おめでとうござい

ます！後期の受検者申込みは９月20日までです。受けてみませんか。

⑤ 文化祭のお知らせ

家庭クラブでは、「家庭クラブ活動・家庭科作品展」

として、これまでの家庭クラブ活動の報告や家庭科

の授業で作った作品（ポンポンマスコット、じんべ

い）、ホームプロジェクトなどの展示をします。

今年も手作りクッキーを販売します。売上は歳末

たすけあい・海外たすけあい募金に充てられます。

購入することが募金につながります。皆さん、御協力をお願いします。

また、皆さんから集めたペットボトルキャップで作ったペットボトルキャッ

プアートを展示します。今年は50周年のあのキャラクターを展示します。

楽しみながら社会貢献ができるよう、多くの人に家庭クラブの活動を知って

もらえるよう準備中ですのでお楽しみに。

９月27日、第２教棟１階212教室（103隣）で行います。ぜひ来てください！

⑥ ペットボトルキャップ回収報告

野球部はマネージャーさんが部内で集まったキャッ

プを定期的に持ってきてくれています。また、定時制も協力してくれています。

ありがとうございます。次回のクラス一斉集計日は10月１日を予定しています。

それまでクラスの回収かごへ入れるか、多い場合は被服教室まで持ってきてく

ださい。御協力お願いします。

食物検定３級被服検定 保育検定（造形）４級


